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のだ。 (中略) 鮫は，ごろりごろりとしながら， 人間の馳走をいくらで
もまってゐる。 (中略) そして，鮫の奴ときたら，金持の西洋人のやうに
まっ白で，大きなからだを思ふさまいういうと，プールのなかでのばす。






















































てゐる奴らの群衆のなかで， 侮蔑しきったそぶりで， たゞひとり， 反
対をむいてすましているやつ。 おいら。 おっとせいのきらひなおっとせ











































































































































































































































































































































むりむたいに拉致されて 脅され， 誓はされ， 極印をおされた若いいの
ちの 整列にまじつて， 僕の子供も立たされる (中略) 父は，遠い，みえ
216
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